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第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
10
年
に
１
度
の

良
い
機
会
と
捉
え
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
市
政
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て※

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち

に
分
か
り
や
す
く
し
た
「
子
ど

も
版
総
合
計
画
」
の
策
定
を
提

案
し
た
い
。

　
　
子
ど
も
版
総
合
計
画
に
つ
い

て
は
、
変
化
が
激
し
い
社
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と

さ
れ
る
「
問
題
発
見
・
解
決
力
」

を
養
う
ツ
ー
ル
と
し
て
市
内
小
・

中
学
校
で
活
用
で
き
る
内
容
に
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
勝
山
市
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
令
和
４
年
度
初
め

に
は
作
成
、
配
付
し
た
い
。

※

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
：
都
市
に
対
す

る
市
民
の
誇
り
や
愛
着
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

自
分
自
身
が
関
わ
る
当
事
者
意
識
に

基
づ
く
自
負
心

　
　
各
地
区
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
や
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
情
報
集
約
す
る
な
ど
、
自
主

防
災
組
織
間
で
情
報
共
有
が
で
き

る
体
制
を
整
え
、
適
正
な
活
動
促

進
・
育
成
・
防
災
訓
練
な
ど
を
進

め
て
、
地
域
全
体
の
防
災
力
を
底

上
げ
し
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
創
設
す
べ
き
だ
。

　
　
現
在
の
自
主
防
災
組
織
の
数

は
、
全
１
１
２
地
区
の
内
65
地
区

68
組
織
で
、
組
織
率
が
58
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
組
織
率
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
区
長

会
や
県
防
災
士
会
等
と
協
議
を
進

め
、
来
年
度
中
の
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
設
立
に
努
め
た
い
。

　
　
文
部
科
学
省
は
、
新
た
な
時

代
の
学
び
に
合
わ
せ
、
学
校
施
設

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
教
室
を
広

く
し
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
こ
と
等
を
提
言
し
た
。
県
内
で

も
教
室
形
態
が
大
き
く
変
化
し
た

学
校
が
あ
り
、
現
在
の
教
室
等
の

配
置
と
大
き
な
空
間
に
驚
く
ほ
ど

の
違
い
が
あ
る
。

 

今
後
の
中
学
校
再
編
に
向
け
て
、

文
科
省
の
推
奨
に
沿
っ
た
計
画
や

他
学
校
へ
の
視
察
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
中
学
校
の
再
編
計
画
が
認
め

ら
れ
た
後
、
専
門
家
等
を
交
え
た

建
設
部
会
等
を
立
ち
上
げ
、
施
設

機
能
等
の
検
討
に
入
り
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
通
じ
た
新
た
な
提
案

を
盛
り
込
ん
だ
設
計
を
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

は
福
井
市
の
明
道
中
学
校
や
敦
賀

市
の
角
鹿
小
中
学
校
を
視
察
し
て

い
る
が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
。

　
「
勝
山
市
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
」
に
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

35
年
度
ま
で
の
大
規
模
改
修
計
画

や
修
繕
計
画
の
費
用
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
の
修
繕

想
定
金
額
と
当
初
予
算
で
は
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
過

去
の
改
修
や
修
繕
内
容
、
40
年
後

ま
で
の
修
繕
等
の
計
画
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
中
学
校
再
編
後
の
現
中

学
校
の
活
用
に
つ
い
て
、
現
状
で

具
体
的
な
案
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　
こ
の
計
画
で
は
、
各
施
設
構

造
や
規
模
等
か
ら
単
純
に
割
り
出

し
た
金
額
だ
が
、
40
年
間
で
約
１

０
５
５
億
円
の
施
設
更
新
等
の
費

用
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
計
画
の
中
で
、
各
施
設
の
令

和
７
年
ま
で
の
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
施
設
管
理
者
と
市
の
建

築
技
師
が
施
設
を
点
検
し
て
い
る

が
、
40
年
間
の
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
更
新
し
て
い
く
こ
と

は
、
作
業
量
が
膨
大
で
非
常
に
困

難
と
考
え
る
。

 

現
状
の
修
繕
計
画
を
そ
の
都
度

修
正
し
、
各
施
設
ご
と
の
施
設
カ

ル
テ
を
活
用
し
な
が
ら
適
切
な
管

理
に
努
め
た
い
。

　
な
お
、
国
の
予
算
の
前
倒
し
等

に
よ
り
改
修
・
修
繕
を
早
め
る

場
合
も
あ
り
、
当
初
の
修
繕
計

画
と
最
新
の
修
繕
計
画
で
金
額
の

増
減
が
生
じ
る
が
、
予
算
の
関
係

で
必
要
な
修
繕
を
行
わ
な
い
こ
と

は
な
い
。

　
中
学
校
再
編
後
の
３
中
学
校
の

跡
地
の
活
用
案
は
、
現
時
点
で
は

な
い
。
地
権
者
や
地
元
の
意
見
、

市
の
考
え
方
を
交
え
て
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。
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「
福
井
県
緊
急
事
態
宣
言
」発

出
前
か
ら
、
夏
休
み
の
小
学
生
の

プ
ー
ル
開
放
が
で
き
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
学
校
ご
と
の
裁
量
に

任
せ
て
い
る
県
内
の
市
も
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
こ
の
宣
言
期
間
の
体
育

施
設
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
、
大

人
の
利
用
は
認
め
、
子
ど
も
の
利

用
は
禁
止
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
夏
季
休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放

に
つ
い
て
は
、
場
所
の
分
散
や
時

間
差
の
設
定
も
検
討
し
た
が
、
全

国
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
で
き
な

い
12
歳
未
満
の
子
ど
も
へ
の
危
機

管
理
の
面
か
ら
、
大
人
数
が
集
ま

る
機
会
は
少
な
い
方
が
よ
い
と
判

断
し
、
校
長
会
と
も
諮
り
、
中
止

と
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
こ
と
を

最
優
先
し
、
子
ど
も
の
体
育
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
制
限
を
お

願
い
し
た
。

　
　
国
で
は
、
９
月
か
ら
デ
ジ
タ

ル
庁
が
発
足
し
た
。こ
れ
ま
で
に
も
、

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
はe-Japan

戦
略
で
掲
げ
て
い
た
が
、
縦
割
り

で
前
例
踏
襲
を
重
ん
じ
る
行
政
の

姿
は
変
わ
ら
ず
、
停
滞
が
続
い
て

き
た
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
全
庁
を
巻
き

込
ん
で
推
進
す
る
に
は
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
市
長
の
理
解
が

必
須
で
、
部
門
横
断
的
な
組
織
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
単
に
紙
を
デ
ジ
タ
ル
に
置
き

換
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
職
員
の

意
識
改
革
に
よ
っ
て
各
分
野
で
の

行
政
事
務
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
失
敗
を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
寛
容
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
、
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
全

庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
か
つ
や
ま
創
生
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
等
を
活
用
し
て
、最
新
の
課
題

解
決
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

※

か
つ
や
ま
創
生
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

関
東
圏
・
関
西
圏
を
中
心
に
、
勝
山
市

へ
の
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
専
門
員

常任委員会･特別委員会報告

　委員会では、主に議員定数について議論しま
した。
　各種団体との意見交換会の開催については、
引き続き粘り強く申し入れを行っていくことを
確認しました。また、議員一人一人に様々な考え
があることや課題等も多岐にわたることから、
議員全員に無記名によるアンケート等を行い、
論点整理をした上でさらに議論を進め、意見交
換会に臨んでいくこととなりました。
　今後は、毎月委員会を開き、本年度中に勝山
市議会としての見解を示していきます。

※議員定数の特集は、12ページに掲載。

● 議会改革特別委員会

　理事者から、7月から8月にかけて実施した市
民意見交換会の報告や、第６次勝山市総合計画
の骨子案、今後のスケジュールについて説明が
ありました。
　委員からは、「若い方や女性からも意見をい
ただけるよう工夫するべき。」「市民の意見に
対して、行政としての課題のすり合わせを全庁
的に検討し、骨子案を見て10年後の勝山市が明
確に想像できるよう、表現方法を工夫するとと
もに、勝山市の良さや魅力もしっかり発信して
いくべき。」など、多くの提案がありました。

● 総合計画特別委員会
● まちづくりについて
● 勝山市の防災関係について　他

● コロナ禍から見る子ども・子育て支援について
● デジタル庁発足に伴う情報システムについて

　他

● 新中学校の教室の空間整備について
● 公共施設の改修計画状況について　他

竹
内
和
順
議
員
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松
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１０議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）５ 議会だより  かつやま ８１号（２０２１年１０月）


